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牛ピロプラズマ症の病原性に関わる分子を発見 

 

【リリース概要】 

本学大学院生 アテフェ・ファトヒ (獣医学専攻 博士課程 4年)及び、原虫病研究センター 准教授  

麻田 正仁らの研究グループは、牛のバベシア原虫バベシア・ボビスによって起こる、致死的な合併症で

ある脳バベシア症に関わる分子を明らかにしました。バベシア・ボビスは家畜伝染病に指定されている

牛ピロプラズマ症の病原体として知られ、今回脳バベシア症に SBP3 と呼ばれる分子が深く関与するこ

とを発見しました。この成果は将来的なピロプラズマ症の治療法開発につながるものです。 

本論文は令和 6年 11月 11日に、感染症に関する国際誌である PLOS Pathogensに掲載されました。 

 

【解説】 

牛のバベシア原虫バベシア・ボビスはマダニによって媒介され、宿主の赤血球に寄生する原虫であり、

ピロプラズマ症を引き起こします。ピロプラズマ症は家畜(法定)伝染病に指定されており、日本では媒

介するマダニの撲滅によって清浄化に成功しましたが、中南米、オセアニアを含む世界各国では未だに

多大な経済的被害をもたらしています。バベシア・ボビスは牛に発熱や貧血、血色素尿を引き起こすほ

か、原虫感染赤血球が牛の脳毛細血管を栓塞することで神経症状を引き起こす、致死的な「脳バベシア

症」という特徴的な症状が知られていますが、その分子機構は謎に包まれていました。 

 本研究では、SBP3と呼ばれる原虫から宿主赤血球に輸送されるタンパク質に着目し、機能解析をおこ

なったところ、原虫感染赤血球に形成される突起状構造の形成に重要な役割を果たしていることが初め

て明らかになりました。バベシア・ボビスが感染した赤血球には Ridgeと呼ばれる突起が形成され、そ

こを足掛かりとして、赤血球が牛の脳毛細血管の細胞に接着し、血管を栓塞することで、脳バベシア症

を引き起こします。SBP3の発現を抑制する原虫を作製したところ、Ridgeが観察されなくなり、脳毛細

血管細胞への接着性が低下したほか、原虫の増殖が大幅に抑制されました。これらの結果は、SBP3が脳

バベシア症に深く関わる分子であることを示すものです。本成果は脳バベシア症を防ぐ方法を開発する

ことにつながるほか、SBP3 が原虫の生存に重要な分子であることが判明したことから、ピロプラズマ症

治療薬の標的分子として、今後の研究が期待されます。 

なお、原虫病研究センターは寄生虫やマダニを始めとする病原体媒介節足動物に特化した研究所とし

て機能しており、国際的にはピロプラズマ症の国際獣疫事務局(WOAH)リファレンスラボラトリーに指定

されており、防疫・診断法の研究や国際標準規格の策定を行っています。 
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